
４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

【路線名】旧国道145号 （町道として再整備）
【箇 所】吾妻郡東吾妻町松谷地内
【概 要】松谷張出歩道 補修工事 L=1.21km

＾吾妻渓谷の観光振興を図るため、八ッ場ダム直
下流に位置する旧国道145号の道路を活用して遊歩
道を整備したものである。

２．現場の特徴【ステップ１】

・吾妻渓谷は、「名勝吾妻峡」として国の指定を受けた景勝地である。
・八ッ場ダム周辺の周遊ネットワークを構成する施設（道路）として整備するもの。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
吾妻渓谷の新緑や紅葉と上流側の八ッ場ダムの堤体

②どこから現場自体を見せるのか
自転車型トロッコ利用者及び道路利用者（歩行者、自転車、バス乗客）

③目指すべき目標像
八ッ場ダム建設に伴う周辺整備事業（旧鉄道敷を利用したトロッコ自転車整備、吾妻峡遊歩道整備な
ど）と協調することで魅力ある地域づくりを推進する。
張出歩道の補修は、周辺環境との調和を図り、吾妻渓谷や八ッ場ダムの景観を魅せる。

Ｒ３年度完成 事業名：社会資本総合整備（防災・安全）松谷工区

区分

道路（山間部）所属名 中之条土木事務所

L=1.21km

張出歩道の一部区間を
視点場として再整備

山側は旧線路を走る自転車型トロッコ、川側は吾妻渓谷を展望できる視点場として整備

張出歩道の高欄を再利用し風景と調和した道路
空間を創出するとともにコスト縮減を図る

張出歩道撤去区間における計画横断図

車道は町道移管後、シャトル
バスや管理車両のみ通行可
（一般車両は通行不可）

【新設歩道】

整備における主な配慮内容

車道
（一般車通行不可）

遊歩道

Ｒ４年３月末時点 完成状況

旧線路
（自転車型トロッコ）

樽沢隧道
（トンネル）

視点場

張出歩道を残して
視点場として活用

張出歩道の撤去区間は
高欄を再利用 高欄を再利用


